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　北海道東部の地殼変動の観測の一つとして，弟子屈と根室において，光波測量による水平歪

の観測を毎年 1 回行なっている。前報 1 ）では，1975 年までの結果を示したが，今回 1977 年ま

での結果を報告する。

　第 1 図に，2 つの地域の測線配置図を示す。表 1，表 2 に，2 点間の水平距離に直した測定

結果を載せてある。1974 年までは，ジオジメーター 6A 型，1975 年よりは，同 6BL 型によ

る測定である。

　辺長の時間的変化を第 2 図に示してある。左図が弟子屈での結果である。1973 年根室半島

沖地震（ 点線で示してある ）後の 4 年間の様子を見ると，どの測線も「 伸び」ているのが特徴

である。その量は，ほぼ 5 × 10 － 6 に達している。1976 年から 1977 年にかけて，「 伸び」の

割合が小さくなったような傾向も見られる。

　右図が，根室の結果である。弟子屈のような根室半島沖地震後の全体的な「 伸び」の傾向は

ない。しいて言うと，北西－南東方向（ F － T ）の「 縮み」に対して，北東－南西方向（ J － P ）

の「 伸び」という傾向が見られる。
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第 1 図　弟子屈と根室の基線網
Fig. 1 The base line networks in Teshikaga (TSK) and Nemuro (NMR).

第 2 図　弟子屈（ 左 ）と根室（ 右 ）における辺長観測結果
Fig. 2　Changes in base line length at Teshikaga （left） and Nemuro （right）. Dotted line shows

the occurrence time of the Earthquake off the Nemuro Peninsula, 1973.
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表 1　弟子屈における観測結果
Table 1　Results of the repeated surveys at Teshikaga network.

表 2．根室における観測結果
Table 2　 Results of the repeated surveys at Nemuro network.
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